
5　　静嘉堂所蔵の三点の註楞伽経断簡について

は
じ
め
に

　

静
嘉
堂
は
三
点
の
註ち

ゅ
う
り
ょ
う
が
き
ょ
う

楞
伽
経
断
簡
を
所
蔵
す
る（
口
絵
１
～
３
）。「
註
楞
伽
経
」
と
は

智ち

厳ご
ん

撰
の
「
楞
伽
阿
跋
多
羅
宝
経
註
」
七
巻
の
略
称
で
、
求ぐ

那な

跋ば
っ

陀だ

羅ら

訳
の
「
楞
伽
阿
跋

多
羅
宝
経
（
楞
伽
経
）」
四
巻
の
注
釈
書
で
あ
る
。
大
字
の
本
文
に
細
字
双
行
で
解
説
を
付

し
て
お
り
、
大
字
の
本
文
が
求
那
跋
陀
羅
訳
の
楞
伽
経
で
、
細
字
が
智
厳
の
注
釈
で
あ
る
。

　

現
存
の
註
楞
伽
経
が
、
文
字
が
大
ぶ
り
な
も
の
と
小
ぶ
り
な
も
の
と
の
二
種
類
が
あ
る

こ
と
は
植
村
和
堂
氏（
註
１
）に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
文
字
が
小
ぶ
り
な

も
の
は
、
天
平
十
二
年（
七
四
〇
）五
月
一
日
付
の
願
文
が
あ
る
光
明
皇
后（
七
〇
一
～
七

六
〇
）
発
願
の
五
月
一
日
経
で
あ
る
。
植
村
氏
は
文
字
が
大
ぶ
り
な
註
楞
伽
経
に
つ
い
て

「
暢
達
で
し
か
も
雄
渾
な
文
字
は
、
大
聖
武
の
よ
う
な
習
癖
が
無
く
、
強
さ
の
中
に
清
ら

か
さ
が
あ
っ
て
、
写
経
体
の
範
本
と
し
て
は
最
高
の
も
の
」
と
述
べ
、
文
字
が
小
ぶ
り
な

五
月
一
日
経
に
つ
い
て
は
「
や
や
劣
る
」
と
す
る
。

　

双
方
と
も
に
秀
逸
な
墨
書
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
た
め
、
巻
子
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
断
簡

が
複
数
存
在
し
て
い
る（
註
２
）。

書
陵
部
所
蔵
の
註
楞
伽
経

　

現
在
、
巻
子
の
形
態
で
残
っ
て
い
る「
註
楞
伽
経
」は
、
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
の「
巻

第
一
」、
白
鶴
美
術
館
所
蔵
と
個
人
所
蔵
の
「
巻
第
二
」、
白
鶴
美
術
館
所
蔵
と
宮
内
庁
書

陵
部
所
蔵
の「
巻
第
三
」、
知
恩
院
所
蔵
と
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の「
巻
第
五
」、
個
人
所
蔵

の「
巻
第
六
」、
根
津
美
術
館
所
蔵
と
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
の「
巻
第
七
」
で
あ
る（
註
３
）。

全
七
巻
の
う
ち
「
巻
第
四
」
以
外
は
揃
っ
て
い
る
。

　

書
陵
部
所
蔵
「
巻
第
三
」
と
「
巻
第
五
」
の
巻
子
は
、「
漢
籍
集
覧
」（
註
４
）に
お
い
て

全
画
像
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
と
も
に
天
平
十
二
年
五
月
一
日
付
の

五
月
一
日
経
願
文
と
天
平
勝
宝
七
歳
十
月
十
四
日
付
の
重
跋
が
記
さ
れ
る
、
文
字
が
小
ぶ

り
な
「
五
月
一
日
経
」
で
あ
る
。「
巻
第
三
」
は
全
四
二
紙
で
首
題
に
「
楞
伽
阿
跋
多
羅

寶
経　

一
切
佛
語
心
品　

第
三
／（
註
５
）大
敬
愛
寺
沙
門
智
厳
註
」
と
あ
り
、
界
幅
二
・

二
、
界
高
一
九
・
六
㎝
、
一
紙
二
一
行
、
一
行
一
三
字
で
あ
る
。
他
の
五
月
一
日
経
は
界

幅
一
・
八
、
界
高
一
九
・
八
㎝
、
一
紙
二
四
行
、
一
行
一
七
字
が
標
準
で
あ
り
、
細
字
の

註
を
含
む
た
め
か
、「
註
楞
伽
経
」
は
界
線
の
規
格
が
大
き
め
で
紙
面
に
余
裕
が
あ
る
。

　

図
版
１
は
「
巻
第
三
」
の
巻
首
と
巻
尾
の
画
像
で
あ
る
。
本
文
中
に
は
、
文
字
の
右
横

に
紙
片
を
貼
っ
て
、
そ
の
上
に
墨
書
で
訂
正
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
る
。
紙
片
の
色

が
白
っ
ぽ
い
も
の
と
茶
色
っ
ぽ
い
も
の
と
が
あ
る
。
稀
に
文
字
の
右
横
に
朱
書
で
注
記
す

る
と
こ
ろ
、
紙
片
を
貼
っ
て
そ
の
上
に
朱
書
で
注
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
尾
題
は

「
註
楞
伽
経　

巻
第
三
」
と
略
称
で
記
さ
れ
、
空
行
一
行
を
挟
ん
で
左
に
、
光
明
皇
后
が
亡

き
父
母
の
た
め
に
発
願
し
た
こ
と
を
記
す
五
月
一
日
経
願
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
願
文
の

九
行
目
か
ら
は
紙
の
色
が
黄
白
色
に
な
っ
て
お
り
、
願
文
を
書
き
入
れ
る
際
に
後
か
ら
紙

が
貼
り
継
が
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

五
月
一
日
経
願
文
の
左
に
は
「
天
平
勝
寶
七
歳
十
月
十
四
日
従
七
位
上
守
大
學
直
講
上

毛
野
君
立
麻
呂
正
／
大
徳
元
興
寺
沙
門
勝
叡
／
大
徳
沙
門
了
行
／
大
徳
沙
門
尊
應
／
業
了

沙
門
法
隆
」
と
重
跋
が
記
さ
れ
る
。
前
の
二
行
は
五
月
一
日
経
願
文
を
書
写
す
る
際
に
貼

り
継
が
れ
た
黄
白
色
の
紙
に
、
後
ろ
三
行
は
新
た
に
貼
り
継
が
れ
た
黄
褐
色
の
紙
に
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
重
跋
は
上
毛
野
立
麻
呂
と
勝
叡
・
了
行
・
尊
應
・
法
隆
に
よ
っ
て
、
五

月
一
日
経
を
校
合
し
、
天
平
勝
宝
七
歳（
七
五
五
）十
月
十
四
日
に
終
了
し
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
上
毛
野
立
麻
呂
は
従
七
位
上
の
大
学
寮
の
直
講
で
あ
り
、
勝
叡
は
天
平
勝
宝
三

静
嘉
堂
所
蔵
の
三
点
の
註
楞
伽
経
断
簡
に
つ
い
て

市
川
　

理
恵
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（
中
略
）

巻尾 巻首

図版１　註楞伽経　巻第三（宮内庁書陵部所蔵）　「漢籍集覧」より転載

　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

巻尾 巻首

図版２　註楞伽経　巻第五（宮内庁書陵部所蔵）　「漢籍集覧」より転載



経
典
の
書
写

　

五
月
一
日
経
の
註
楞
伽
経
は
書
陵
部
所
蔵
の
「
巻
第
三
」「
巻
第
五
」
の
ほ
か
、
個
人
所

蔵
「
巻
第
二
」「
巻
第
六
」、
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
「
巻
第
七
」
が
存
在
す
る
。
一
方
、

正
倉
院
文
書
に
は
五
月
一
日
経
の
写
経
事
業
に
関
す
る
帳
簿
が
多
く
含
ま
れ
る
。
こ
こ
か

ら
註
楞
伽
経
書
写
の
過
程
を
み
て
い
き
た
い
。

　

五
月
一
日
経
の
主
な
底
本
は
玄
昉
（
？
～
七
四
六
）
が
将
来
し
た
経
典
で
あ
る
。
玄
昉
は

養
老
元
年（
七
一
七
）に
唐
に
わ
た
り
、
天
平
六
年（
七
三
四
）末
に
経
論
約
五
〇
〇
〇
巻
を

携
え
て
帰
国
し
た（
註
７
）。
経
本
請
和
上
所
帳（
註
８
）（
七
ノ
五
四
～
九
〇
）
は
同
八
年
九
月
二

十
九
日
か
ら
同
十
三
年
閏
三
月
二
十
一
日
ま
で
、
玄
昉（
＝
和
上
）の
と
こ
ろ
か
ら
借
り
た
経

典
を
借
用
す
る
度
に
記
録
し
た
帳
簿
で
あ
り
、
こ
の
天
平
九
年
四
月
十
日
の
「
請
経
本
注

文
」に「
注
楞
伽
経
七
巻
」と
み
え
る（
七
ノ
七
九
、
続
々
修
一
六
ノ
八
第
一
四
紙
）（
図
版
３
）。

　

末
尾
の
「
四
月
十
日
赤
万
呂
」
は
、
同
九
年
四
月
十
日
に
高
屋
赤
万
呂
が
こ
れ
ら
の
経

典
を
借
り
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
高
屋
赤
麻
呂
は
「
高
屋
連
赤
麻
呂
」「
高
赤
麻
呂
」
と
も

記
さ
れ
、
光
明
皇
后
の
皇
后
宮
職
舎
人
で
あ
る
。
彼
は
皇
后
宮
職
写
経
所
で
書
写
さ
れ
て

い
る
五
月
一
日
経
の
底
本
と
す
る
た
め
に
、
こ
の
三
二
巻
を
借
り
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か

ら
「
註
楞
伽
経
」
の
底
本
は
玄
昉
将
来
経
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
帳
簿
に
は
「
◎
」

「
○
」
や
合
点
が
見
ら
れ
る
が
、
合
点
は
目
録
と
実
物
と
を
照
合
し
て
点
検
し
た
も
の
と

思
わ
れ
、「
今
送
」
は
底
本
を
玄
昉
の
と
こ
ろ
へ
返
却
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
「
注
楞
伽
経
七
巻
」
の
部
分
に
は
他
の
経
典
の
よ
う
な
合
点
が
な
く
、
朱
書

で
「
留
」、
墨
書
で
「
在
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
次
の
史
料
か
ら
註
楞
伽
経
の

書
写
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
底
本
を
借
り
て
か
ら
約
三
年
後
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

年
四
月
に
、
了
行
は
天
平
宝
字
二
年
八
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
元
興
寺
寺
主
」
と
み
え
る
人

物
で
（『
大
日
本
古
文
書
』（
註
６
）二
四
ノ
五
一
四
、
一
三
ノ
四
八
三
～
四
八
四
）、
法
隆
も

正
倉
院
文
書
に
た
び
た
び
名
前
が
み
え
る（
一
一
ノ
五
〇
四
な
ど
）。
尊
應
は『
日
本
後
紀
』

弘
仁
二
年（
八
一
一
）六
月
戊
辰（
六
日
）条
で
勝
悟
の
師
と
記
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。

　

図
版
２
は「
巻
第
五
」の
巻
首
と
巻
尾
の
画
像
で
あ
る
。
全
四
〇
紙
で
第
一
紙
の
天
辺
・

地
辺
が
損
傷
し
て
い
る
が
、
首
題
は
「
楞
伽
阿
跋
多
羅
寶
経　

一
切
佛
語
心
□　

／

大
敬
愛
寺
沙
門
智
厳
註
」と
読
み
取
れ
る
。
界
幅
・
界
高
お
よ
び
一
紙
行
数
、
一
行
字
数
、

文
字
の
右
横
に
紙
片
を
貼
付
し
て
墨
書
で
訂
正
し
て
い
る
点
が
「
巻
第
三
」
と
共
通
す
る
。

尾
題
も
「
巻
第
三
」
と
同
じ
く
「
註
楞
伽
経　

巻
第
五
」
と
略
称
を
記
す
。
五
月
一
日
経

願
文
は
尾
題
と
同
じ
紙
に
書
写
さ
れ
、
重
跋
は
次
の
紙
に
記
さ
れ
る
。
重
跋
の
日
付
や
勘

経
担
当
者
は
「
巻
第
三
」
と
同
じ
で
あ
る
。

7　　静嘉堂所蔵の三点の註楞伽経断簡について

　
　
留　

在　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
送
乗　
　
　
　
　

論　
三

　
　

注
楞
伽
経
七
巻　
　
　
　
○　
大〃
〃

〃

〃

〃

〃

荘
厳
経
十
巻

　
　
◎　
　
　
　
　

◎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
送　
　
　
　
　
　
　

◎

　
　

寶〃
〃

〃

〃

〃

積
経
四
巻　
　
　
　
　
○　
摂〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

大
乗
論
本
三
巻

　
　
今
送　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
送　
　
　
　
　
　
　

◎

　
○　
妙〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

法
蓮
華
経
論
一
巻　
　
　

大〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

乗
顕
識
経
下
巻

　
　
今
送　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎

　
　

一
乗〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

仏
性
権
實
論
三
巻　
　
　

合
卅
二
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
月
十
日
赤
万
呂

図版３　経本請和上所帳（写経請本帳）
　　　　（『大日本古文書』七ノ七九、続々修一六ノ八第一四紙）
　　　　正倉院ホームページより転載
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「
天
平
十
二
年
經
師
手
實
」
と
墨
書
さ
れ
た
題
籤
に
巻
か
れ
る
手
実
帳（
七
ノ
四
二
三
～

四
七
二
）
は
、
天
平
十
二
年
二
月
十
五
日
か
ら
同
年
四
月
十
五
日
ま
で
の
一
〇
四
通
の
手

実
を
継
文
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
手
実
は
五
月
一
日
経
を
書
写
し
た
経
師
が
、

そ
の
書
写
経
典
と
枚
数
と
を
記
し
て
写
経
所
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に

「
註
楞
伽
経
」
の
手
実
が
二
点
存
在
す
る
。

　
　

誤

　
　

古
神
徳
請
註
楞
伽
経
一
部
七
巻
寫
了
二
巻　

寫
始
一
巻　
未
寫
四
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合

　
　
　
　

受
紙
百
廿
張　
　

現
用
紙
百
廿
張

　
　
　
　
　

第
一
巻
用
四
十
六
枚　

第
二
巻
用
三
十
七
張「
讀
土
師
」

　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
年
三
月
十
六
日
「
勘
人
成
」

　

こ
れ
は
天
平
十
二
年
三
月
十
六
日
付
手
実
（
七
ノ
四
四
九
～
四
五
〇
、
続
々
修
一
九
ノ

三
第
六
〇
紙
）（
図
版
４
）で
、
古ふ
る
の
か
み
と
こ

神
徳
が
「
註
楞
伽
経
」
の
「
巻
第
一
」
を
四
六
紙
、「
巻

第
二
」を
三
七
紙
で
書
写
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、「
寫
了
二
巻
、
寫
始
一
巻
、
未
寫
四
巻
」、

つ
ま
り
「
巻
第
一
」「
巻
第
二
」
の
二
巻
の
書
写
が
終
了
し
、
一
巻
が
写
し
始
め
た
と
こ
ろ

で
、
四
巻
が
未
写
と
あ
る
。
一
方
、
同
じ
手
実
帳
に
貼
り
継
が
れ
た
同
年
三
月
二
十
八
日

付
の
古
神
徳
手
実（
七
ノ
四
六
〇
、
続
々
修
一
九
ノ
三
第
八
〇
紙
）（
図
版
５
）に
は
次
の
よ

う
に
あ
る
。

　
　
◎　

誤

　
　

古
神
徳
請
註
楞
伽
経
一
部
七
巻　

上
番
寫
二
巻　
下
番
寫
五
巻　
既
寫
了

　
　
　

受
紙
百
五
十
四
張
返
上
四
枚　

現
用
紙
百
五
十
一
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
讀
大
成
」　
　
　
　
　
「
讀
木
島
」　　
　
　

　
　
　

第
三
巻
用
四
十
張
三
十
七
張
上
番

三
枚
下
番　
　
　

第
四
巻
用
三
十
三
張　
第
五
巻
用
三
十
九
張

　
　
　
「
讀
宅
良
」　
　
　
　
「
讀
宅
良
」

　
　
　

第
六
巻
用
三
十
五
張　
第
七
巻
用
四
十
一
張

　
　
　
　
両
番
二
百
七
十
一
枚　
充
千
八
百
九
十
七
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
二
十
八
日　
「
勘
人
成
」

　

こ
こ
に
は
手
実
の
本
文
に
「
上
番
寫
二
巻
、
下
番
寫
五
巻
、
既
寫
了
」
と
あ
っ
て
、
七

巻
す
べ
て
の
書
写
が
終
了
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
巻
第
三
」
は
「
第
三
巻
用
四

十
張　

三
十
七
張
上
番
／
三
張
下
番
」、
つ
ま
り
四
〇
張
（
＝
枚
）
の
う
ち
三
七
張
が
上
番

（
一
日
か
ら
十
五
日
）で
書
写
さ
れ
、
残
り
三
枚
が
下
番
で
書
写
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
。
先

図版４
天平十二年三月十六日付古神徳手実
（『大日本古文書』七ノ四四九～四五〇、

続々修一九ノ三第六〇紙）

図版５
天平十二年三月二十八日付古神徳手実
（『大日本古文書』七ノ四六〇、

続々修一九ノ三第八〇紙）

正倉院ホームページより転載図版４図版５



9　　静嘉堂所蔵の三点の註楞伽経断簡について

の
三
月
十
六
日
手
実
で
「
寫
始
一
巻
」
と
記
さ
れ
た
一
巻
は
「
巻
第
三
」
で
あ
っ
た
。

　

三
月
二
十
八
日
手
実
で
は
「
巻
第
三
」
三
枚
、「
巻
第
四
」
三
三
張
、「
巻
第
五
」
三
九

張
、「
巻
第
六
」
三
五
張
、「
巻
第
七
」
四
一
張
の
合
計
一
五
一
枚
を
「
現
用
紙
百
五
十
一

張
」
と
記
し
て
い
る
。
書
陵
部
所
蔵
の
「
註
楞
伽
経
」
の
「
巻
第
三
」
は
、
五
月
一
日
経

願
文
と
重
跋
を
記
し
た
後
補
の
二
紙
を
除
く
と
全
四
〇
紙
、「
巻
第
五
」
は
重
跋
を
記
し

た
後
補
の
一
紙
を
除
く
と
全
三
九
紙
で
あ
り
、
こ
れ
は
手
実
に
記
さ
れ
た
古
神
徳
の
書
写

枚
数
と
一
致
す
る
。

　
「
現
用
紙
百
五
十
一
張
」
は
、
古
神
徳
が
記
し
た
正
式
な
書
写
枚
数
で
あ
り
、
こ
れ
が

布
施（
＝
給
料
）の
支
給
対
象
と
な
る
。
末
尾
の
日
付
の
前
の
朱
書
「
両
番
二
百
七
十
一
枚　

充
千
八
百
九
十
七
文
」
は
、
三
月
の
上
番
と
下
番
の
合
計
を
示
す
も
の
で
、
上
番
で
書
写

し
た
「
巻
第
一
」
の
四
六
枚
、「
巻
第
二
」
の
三
七
枚
、「
巻
第
三
」
の
三
七
枚
を
加
え
て
、

二
七
一
枚
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
分
の
布
施
は
、
一
枚
＝
七
文（
和
同
開
珎
）

で
計
算
さ
れ
、
合
計
一
八
九
七
文
と
さ
れ
た（
註
９
）。
他
の
手
実
は
一
枚
＝
五
文
が
多
い

な
か
、「
註
楞
伽
経
」
は
細
字
双
行
の
注
を
含
む
た
め
か
七
文
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
五
月
一
日
経
の
註
楞
伽
経
七
巻
は
、
古
神
徳
に
よ
っ
て
、
天
平
十
二
年

三
月
二
十
八
日
ま
で
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
古
神
徳
は
正
倉
院
文
書
で
は

「
古
神
得
」
と
も
記
さ
れ
、
少
初
位
上
の
式
部
省
書
生
と
み
え
る
（
一
一
ノ
一
七
九
）。
天

平
十
一
年（
七
三
九
）か
ら
天
平
勝
宝
七
年（
七
五
五
）ま
で
約
一
五
年
に
わ
た
っ
て
、
写
経

所
に
出
向
し
経
師
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

願
文
の
書
写

　

天
平
十
二
年
三
月
に
古
神
徳
が
註
楞
伽
経
七
巻
を
写
し
終
え
た
時
、
五
月
一
日
経
願
文

は
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
皆
川
完
一
氏（
註
10
）に
よ
れ
ば
、「
天
平
十
二
年
五
月
一
日
」
付

の
願
文
は
同
十
二
年
五
月
九
日
か
ら
同
十
三
年
閏
三
月
に
ま
と
め
て
記
さ
れ
た
。

　

端
裏
書
に
「
始
天
平
十
四
年
二
月
五
日
至
四
月
二
十
九
日
一
切
経
々
生
等
手
實
案
文
」

と
墨
書
さ
れ
た
「
一
切
経
経
生
等
手
実
」（「
写
一
切
経
生
校
生
等
手
實
案
帳
」
）の
冒
頭
に
、

天
平
十
四
年
三
月
十
九
日
付
葛
野
安
麻
呂
手
実
が
貼
り
継
が
れ
て
い
る（
八
ノ
九
～
一
〇
、

続
々
修
一
ノ
一
第
一
九
紙
）（
図
版
６
）。

　

葛
野
安
麻
呂　

受
経
十
一
巻　
信
力
入
印
経
五
巻

如
来
興
顕
経
四
巻　
一
切
法
高
王
経
一
巻

出
家
沙
弥
七
十
二
法
経
一
巻

　
　
合
二
百
三
十
八
枚
七　

七
枚
願
文　

七
十
三
枚
外
法
花
白

　

信
力
入
印
経
第
一
巻
用
廿
三　

第
二
巻
用
廿
二
文
一　

第
三
巻
用
廿
四
文
一

　
　
両
月
三
百
十
一
枚　

充
一
千
五
百
三
十
四
文

　

第
四
巻
用
廿
四　
第
五
巻
用
廿
三　
如
来
興
顕
経
第
一
巻
用
十
七
文
一　

二
巻
用
廿
一　

　

三
巻
用
廿
一
文
一　

四
巻
用
廿
二
文
一　

一
切
法
高
王
経
一
巻
用
廿
四
文
一　

出
家
沙
弥

　

七
十
二
経
一
巻
用
十
七
文
一

　
　

見
用
二
百
三
十
八
枚
之
中
文
七　

受
紙
二
百
四
十
二
枚
破
一　

返
上
三

　
　
　
　
　

巻
十
五
四
外　　
　
　
天
平
十
四
年
三
月
十
九
日「
勘
人
成　
讀
川
原
」　

　

葛
野
安
麻
呂
は
信
力
入
印
経
五
巻
、
一
切
法
高
王
経
一
巻
、
如
来
興
顕
経

四
巻
、
出
家
沙
弥
七
十
二
法
経
一
巻
の
合
計
一
一
巻
を
書
写
し
て
い
る
。
如

来
興
顕
経
は
第
一
巻
が
一
七
枚
と
あ
り
、
そ
の
後
に
「
文
一
」
と
記
さ
れ
る

が
、
こ
れ
は
願
文
を
一
枚
書
写
し
た
こ
と
を
示
す
。
本
文
は
一
六
枚
で
書
写

が
終
わ
る
が
、
願
文
を
書
き
加
え
る
と
一
枚
増
え
て
一
七
枚
に
な
っ
た
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
一
方
、
巻
第
二
は
「
用
廿
一
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
文

を
書
写
し
終
え
た
後
の
余
白
部
分
に
願
文
を
書
き
入
れ
た
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
こ
の
ほ
か
第
三
・
四
巻
も
「
文
一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
切
法
高
王

経
一
巻
も
二
四
枚
の
う
ち
一
枚
が
願
文
で
あ
る
。
こ
の
天
平
十
四
年
三
月
十

九
日
手
実
で
は
「
文
一
」
の
記
載
が
七
か
所
に
み
ら
れ
、「
見
用
二
百
三
十

八
枚
之
中
文
七
」
と
あ
る
よ
う
に
、
用
紙
の
合
計
は
二
三
八
枚
で
こ
の
う
ち

願
文
だ
け
の
用
紙
は
七
枚
で
あ
る（
註
11
）。

図版６
天平十四年三月十九日付葛野安麻呂手実
（『大日本古文書』八ノ九～一〇、

続々修一ノ一第一九紙）

正倉院ホームページより転載
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図版７　天平十三年　大石広麻呂手実（『大日本古文書』七ノ五二〇、塵芥三七第一紙）
図版８　天平十二年七月二十八日付「写経所啓」（『大日本古文書』二ノ二五六、塵芥一二第一紙）

　　　　　　　　　　　　　正倉院ホームページより転載

図版７

図版８
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と
比
較
し
、
校
合
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
正
倉
院
文
書
に
よ
っ
て
天
平
勝
宝
六
年
か

ら
同
八
歳
に
か
け
て
、
五
月
一
日
経
勘
経
が
国
家
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
き
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。

　

先
行
研
究
に
よ
れ
ば
（
註
13
）、
五
月
一
日
経
勘
経
は
天
平
勝
宝
七
歳
（
七
五
五
）
二
月
か

ら
本
格
化
し
、
法
華
寺
内
の
外
嶋
院
が
司
令
塔
的
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
薬
師
寺
・
大
安

寺
・
元
興
寺
・
興
福
寺
の
四
大
寺
と
中
嶋
院
勘
経
所
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。
各
寺
に
お

い
て
は
派
遣
さ
れ
た
官
人
と
僧
侶
と
が
共
同
で
、
五
月
一
日
経
を
校
合
し
た
。
註
楞
伽
経

の
重
跋
に
上
毛
野
立
麻
呂（
註
14
）と
元
興
寺
僧
の
勝
叡
・
了
行
・
尊
應
・
法
隆
の
名
前
が

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
官
人
と
僧
侶
と
が
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
勘
経
し
た
こ
と
を

あ
ら
わ
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
同
年
八
月
十
五
日
に
、
東
大
寺
と
内
裏
で
聖
武
太
上
天
皇

（
七
〇
一
～
七
五
六
）
の
病
気
平
癒
祈
祷
の
一
切
経
転
読
を
行
う
た
め
に
勘
経
が
中
断
さ

れ
、
八
月
二
十
一
日
に
再
開
さ
れ
る
。
再
開
後
は
場
所
を
法
華
寺
内
の
中
嶋
院
勘
経
所
に

移
し
、
四
大
寺
の
僧
と
官
人
と
を
こ
こ
に
動
員
し
て
勘
経
が
続
け
ら
れ
た
。
五
月
一
日
経

勘
経
は
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
註
楞
伽
経
の
動
き

を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
外
嶋
院
一
切
経
散
帳
」
の
端
裏
書
を
も
つ
帳
簿（
一
三
ノ
一
二
二
～
一
三
二
、
続
々
修

二
ノ
一
〇
）
は
、
天
平
勝
宝
七
歳
二
月
九
日
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
外
嶋
院
が
他
の
寺
々

や
内
裏
へ
と
貸
し
出
し
た
五
月
一
日
経
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
「
薬
師
寺
勘
経

所
請
経
」
に
は
じ
ま
り
、「
第
二
般　

大
安
寺
」「
第
三
般　

飛
鳥
寺
」
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
寺
に
貸
し
出
し
た
仏
教
経
典
の
リ
ス
ト
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
第
三
般　

飛

鳥
寺
」
に
「
注
楞
伽
阿
跋
多
羅
寶
経
七
巻
」
が
み
え
る
（
一
三
ノ
一
二
八
、
続
々
修
二
ノ

一
〇
第
四
紙
）（
図
版
９
）。

　
◎

第
三
般　
　

飛
鳥
寺　
　

合
一
百
巻
欠
六　

帙
十
枚
如
員
奉
請
了

　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
略
）

　
　
　

﹆
注
楞
伽
阿
跋
多
羅
寶
経
七
巻　
　
﹆
入
楞
伽
経
十
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
異
筆
）

　
　
◎
﹆
大
薩
遮
尼
乾
子
所
説
経
十
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
飛
鳥
寺
」

　
　
　

第
卅
七

　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
略
）

　

以
前
経
、
為
正
、
奉
請
寺
々
、
并
奉
請
内
裏
如
件
、

　

五
月
一
日
経
を
書
写
す
る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
願
文
だ
け
の
用
紙
が
時
々
生
じ
る
。
し

か
し
皆
川
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
「
文
一
」
の
記
載
は
天
平
十
二
年
四
月

上
番
以
前
の
手
実
に
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
「
写
一
切
経
経
師
等
手
実
」（「
経
師
等
手

實
帳
」
）の
天
平
十
三
年
の
大
石
広
麻
呂
手
実（
七
ノ
五
二
〇
、
塵
芥
三
七
第
一
紙
）（
図
版

７
）は
下
部
が
大
き
く
欠
損
し
て
い
る
が
、
朱
筆
で
「
六
人
部
大
島　

去
年
雑
経
三
十
九

枚
願
文
百
十
一
枚

／
合
布
一
端
三
丈
六
尺
」「
安
曇
廣
万
呂　

去
年
願
文
百
四
十
九

枚
／
忍
坂
成
万
呂　

去
年
結
願
百

／
右
二
人
結
願
二
百
六
十

」
と
み
え
る
。

「
願
文
」
と
「
結
願
」
は
と
も
に
五
月
一
日
経
願
文
を
指
す
。
つ
ま
り
六
人
部
大
島
や
安

曇
広
万
呂
、
忍
坂
成
万
呂
は
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
枚
以
上
の
願
文
を
「
去
年
」、
す
な
わ
ち

天
平
十
二
年
に
ま
と
め
て
書
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
天
平
十
二
年
七
月
二
十

八
日
付
「
写
経
所
啓
」（
二
ノ
二
五
六
、
塵
芥
一
二
第
一
紙
）（
図
版
８
）も
同
様
に
下
部
が

大
き
く
欠
損
し
て
い
る
が
、
冒
頭
に
「
自
天
平
十
二
年
五
月
九
日
至
七
月
二
十
七
日
／

寫
結
願
経
三
千
三
百
十
五
巻
之
中　

二

二
巻
着
緒
軸
表
紙
了
／
一
千

中
造
了

之
中
今
／
給
二
百
四
十
五

」と
あ
り
、
天
平
十
二
年
五
月
九
日
か
ら
七
月
二
十
七
日

に
か
け
て
五
月
一
日
経
願
文
が
三
三
一
五
巻
分
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
文
の

み
が
書
写
さ
れ
た
五
月
一
日
経
に
願
文
が
ま
と
め
て
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
文
と
同
時
に
願
文
を
書
写
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
天
平
十
二
年
五

月
九
日
以
降
で
あ
る
。
つ
ま
り
同
十
二
年
三
月
に
書
写
さ
れ
た
註
楞
伽
経
も
当
初
は
本
文

の
み
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
五
月
九
日
以
降
に
願
文
が
書
き
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
書
陵
部

所
蔵
の
「
巻
第
五
」（
図
版
２
）は
、
こ
の
時
に
尾
題
の
左
の
余
白
に
願
文
を
書
き
加
え
た

が
、「
巻
第
三
」（
図
版
１
）は
余
白
が
足
り
な
か
っ
た
た
め
、
黄
白
色
の
紙
を
貼
り
継
い

で
願
文
を
書
き
入
れ
た
の
で
あ
る
。

五
月
一
日
経
勘
経
と
註
楞
伽
経

　

五
月
一
日
経
は
奈
良
時
代
に
七
〇
〇
〇
巻
ほ
ど
が
書
写
さ
れ
た
が
、
現
存
す
る
も
の

は
一
〇
〇
〇
巻
ほ
ど
で
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
重
跋
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
四
二
巻
で

あ
る（
註
12
）。
こ
の
四
二
巻
の
う
ち
五
巻
は
註
楞
伽
経
で
あ
る
。
重
跋
は
五
月
一
日
経
勘

経
に
関
す
る
も
の
で
五
月
一
日
経
を
、
底
本
と
は
別
の
写
本（
＝
証
本
）で
あ
る
図
書
寮
経

11　　静嘉堂所蔵の三点の註楞伽経断簡について
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天
平
勝
宝
七
歳
二
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

検
知
遠
江
員
外
少
目
正
七
位
下
上
毛
野
君「
粟
守
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丹
波
員
外
目
従
八
位
上
日
置
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舎
人
大
隅「
君
足
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
口「
兄
人
」　

　

こ
こ
か
ら
五
月
一
日
経
の
「
註
楞
伽
経
」
は
勘
経
の
た
め
、
天
平
勝
宝
七
歳
二
月
九
日

以
前
に
飛
鳥
寺
、
す
な
わ
ち
元
興
寺
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
端
裏
書
に
「
図

書
寮
経
散
」
と
記
さ
れ
た
「
図
書
寮
経
散
帳
」（
一
三
ノ
一
七
二
～
一
七
七
）
は
、
造
東
大

寺
司
が
作
成
し
た
図
書
寮
経
の
貸
出
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
帳
簿
に
「
註
楞
伽
経
」
は
み

え
な
い
が
、
図
書
寮
経
の
目
録
で
あ
る
「
写
経
納
櫃
目
録
」（
註
15
）（
一
二
ノ
四
四
九
～
四

五
九
）に
「
注
楞
伽
経
七
巻　

一
帙
紙
」（
一
二
ノ
四
五
八
）と
あ
り
、
註
楞
伽
経
の
証
本
も

図
書
寮
経
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
五
月
一
日
経
の
註
楞
伽
経
は
図
書
寮
経
で
校
合
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　

聖
武
太
上
天
皇
の
容
態
急
変
に
よ
る
同
年
八
月
十
五
日
の
勘
経
中
断
の
際
に
は
、
大
安

寺
は
八
月
十
五
日
の
牒
に
よ
っ
て
翌
日
、
五
月
一
日
経
の
七
二
巻
を
紫
微
中
台
、
一
五
五

巻
を
造
東
大
寺
司
へ
渡
し
て
い
る（
四
ノ
七
一
）。
薬
師
寺
も
十
六
日
の
僧
綱
牒
に
よ
っ
て

即
日
、
図
書
寮
経
二
二
三
巻
中
す
で
に
宝
積
経
正
所
へ
渡
さ
れ
て
い
る
一
八
巻
を
除
き
、

残
り
二
〇
五
巻
を
造
東
大
寺
司
へ
渡
し
た（
四
ノ
七
〇
）。
こ
の
よ
う
に
勘
経
に
用
い
ら
れ

て
き
た
五
月
一
日
経
と
図
書
寮
経
が
方
々
に
回
収
さ
れ
て
い
る
。「
註
楞
伽
経
」
の
勘
経

が
行
わ
れ
て
い
た
元
興
寺
に
お
い
て
も
、
八
月
十
五
日
の
牒
を
う
け
て
翌
日
、
五
月
一
日

経
九
五
巻
を
法
花
寺（
＝
法
華
寺
）中
嶋
院
に
渡
し
て
い
る（
四
ノ
七
一
～
七
二
）。
こ
の
九

五
巻
に
つ
い
て
上
毛
野
立
万
呂（
＝
立
麻
呂
）は
、
次
の
文
書（
四
ノ
七
三
、
続
修
三
〇
第

八
紙
）（
図
版
10
）を
作
成
し
て
い
る
。

　
　

元
興
寺
勘
経
所
解　

申
勘
奉
経
并
未
勘
事

　
　
　
　

合
九
十
五
巻

　
　
　
　
　

勘
奉
八
十
九
巻

　
　
　
　
　

未
勘
六
巻
楞
伽
経
二
巻　

注
楞
伽
経
四
巻

　
　

右
令
勘
奉
経
并
未
勘
如
件
、
仍
録
事
状
申
送
、
以
解
、

　
　
　
　
　

天
平
勝
宝
七
歳
八
月
十
七
日
散
位
従
七
位
上
上
毛
野
君
立
万
呂

図版９

図版９
「外嶋院一切経散帳」
（『大日本古文書』一三ノ一二八、

続々修二ノ一〇第四紙）

図版 10
天平勝宝七歳八月十七日付
「元興寺勘経所解」
（『大日本古文書』四ノ七三、続修三〇第八紙）

正倉院ホームページより転載
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大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
の
「
巻
第
七
」
の
重
跋
の
日
付
（
註
16
）も
天
平
勝
宝
七
歳
十
月
十
四

日
で
あ
る
。
七
巻
の
う
ち
三
巻
は
八
月
十
七
日
以
前
に
勘
経
が
終
了
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
が
、
七
巻
す
べ
て
の
勘
経
が
終
了
し
た
時
点
で
、
全
巻
に
十
月
十
四
日
付
の
跋
文

を
書
き
入
れ
た
の
で
あ
る
。
書
陵
部
所
蔵
「
巻
第
三
」
に
お
い
て
は
、
五
月
一
日
経
願
文

を
書
き
加
え
る
際
に
黄
白
色
の
紙
を
貼
り
継
い
だ
が
、
さ
ら
に
黄
褐
色
の
紙
を
貼
り
継
い

で
重
跋
を
記
し
た（
図
版
１
）。「
巻
第
五
」
も
重
跋
を
記
す
際
に
、
新
た
に
紙
を
貼
り
継
い

で
い
る（
図
版
２
）。

も
う
一
方
の
註
楞
伽
経

　

五
月
一
日
経
の
註
楞
伽
経
に
つ
い
て
は
、
正
倉
院
文
書
か
ら
筆
者
と
書
写
年
月
、
底
本

と
願
文
書
写
の
経
緯
、
勘
経
に
お
け
る
作
業
場
や
担
当
者
、
証
本
な
ど
多
く
の
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
五
月
一
日
経
と
は
別
の
、
文
字
が
大
ぶ
り
な
註
楞
伽
経
に
つ

い
て
は
こ
の
よ
う
な
情
報
は
得
ら
れ
な
い
。
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
の
「
巻
第
一
」、
白

鶴
美
術
館
所
蔵
の
「
巻
第
二
」「
巻
第
三
」、
知
恩
院
所
蔵
「
巻
第
五
」、
根
津
美
術
館
所
蔵

の
「
巻
第
七
」
は
も
う
一
方
の
註
楞
伽
経
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
京
都
国
立
博
物
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
「
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
は
「
巻
第
一
」
の
巻
首
・
巻
尾
部
分

の
画
像
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
巻
尾
に
光
緒
八
年（
一
八
八
二
）の
黎れ
い

庶し
ょ

昌し
ょ
う（

一
八
三
七
～

一
八
九
八
）
の
識
語
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
根
津
美
術
館
所
蔵
の
「
巻
第

七
」
は
、「
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
お
よ
び
『
根
津
美
術
館
新
蔵
品
選　

書

蹟
』（
註
17
）に
巻
首
と
巻
尾
の
画
像
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
識
語
ら
し
き
も
の
は
見
当
た

ら
な
い
。
現
時
点
で
は
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

静
嘉
堂
所
蔵
の
註
楞
伽
経
断
簡

　

註
楞
伽
経
の
巻
子
は
文
字
が
小
ぶ
り
な
五
月
一
日
経
と
こ
れ
と
は
別
の
、
文
字
が
大

ぶ
り
な
古
写
経
が
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
巻
子
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
断
簡
に
つ
い
て
考

察
し
た
い
。

　

静
嘉
堂
は
三
点
の
註
楞
伽
経
断
簡
を
所
蔵
す
る
。
二
点
は
『
古
経
貼
交
屏
風
』
に
、
一

　

こ
こ
で
九
五
巻
の
う
ち
六
巻
が
未
完
了
で
、
そ
の
な
か
の
四
巻
が
註
楞
伽
経
で
あ
っ
た
。

註
楞
伽
経
七
巻
は
二
月
九
日
以
前
に
元
興
寺
勘
経
所
に
渡
さ
れ
て
い
た
が
、
八
月
十
七
日

の
時
点
で
三
巻
し
か
勘
経
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
勘
経
中
断
に
と
も
な

い
法
華
寺
中
嶋
院
に
送
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

八
月
二
十
一
日
に
再
開
さ
れ
た
五
月
一
日
経
勘
経
の
作
業
場
は
、
法
華
寺
に
整
備
さ
れ

た
中
嶋
院
勘
経
所
に
一
本
化
さ
れ
た
。
註
楞
伽
経
も
中
嶋
院
勘
経
所
に
お
い
て
、
引
き
続

き
上
毛
野
立
麻
呂
と
元
興
寺
の
勝
叡
・
了
行
・
尊
應
・
法
隆
と
が
勘
経
し
、
十
月
十
四
日

に
終
了
し
た
の
で
あ
る
。
現
存
の
五
月
一
日
経
の
註
楞
伽
経
の
う
ち
書
陵
部
所
蔵
の
「
巻

第
三
」「
巻
第
五
」
の
重
跋
の
日
付
は
十
月
十
四
日
で
あ
っ
た（
図
版
１
）（
図
版
２
）。「
国

指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
文
化
庁
）
に
よ
れ
ば
個
人
所
蔵
「
巻
第
二
」「
巻
第
六
」、 図版10
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点
は
『
古
経
鑑
』
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。『
古
経
貼
交
屏
風
』
は
、
六
枚
の
パ
ネ
ル

（
縦
一
〇
九
・
五
、
横
四
九
・
四
㎝
）
を
三
枚
ず
つ
綴
じ
あ
わ
せ
て
六
曲
一
双
で
二
隻
が

対
に
な
っ
て
い
る
。『
古
経
貼
交
屏
風
１
』（
12
─

１
）（
註
18
）に
貼
ら
れ
る
註
楞
伽
経
断
簡
１

（
12
─

１
─

202
、
以
下「
断
簡
１
」、
口
絵
１
）は
、
縦
二
六
・
七
、
横
四
一
・
四
㎝
で
あ
り
、

薄
墨
の
界
線
（
界
幅
二
・
一
、
界
高
一
九
・
七
㎝
）
が
あ
る
。『
古
経
貼
交
屏
風
２
』（
12
─

２
）に
貼
ら
れ
た
註
楞
伽
経
断
簡
２（
12
─

2
─

203
、
以
下
「
断
簡
２
」、
口
絵
２
）は
縦
二

七
・
九
、
横
一
六
・
三
㎝
で
断
簡
１
よ
り
も
小
さ
い
が
、
文
字
は
大
ぶ
り
で
あ
る
。
界
幅

二
・
七
、
界
高
二
三
・
〇
㎝
、
一
行
一
二
字
で
あ
る
。

　

註
楞
伽
経
断
簡
３
（
13
─

４
、
以
下
「
断
簡
３
」、
口
絵
３
）
は
、
縦
二
八
・
六
、
横
一

二
・
四
㎝
の
折
本
『
古
経
鑑
』
の
第
一
六
面
冒
頭
か
ら
第
一
八
面
の
半
ば
ま
で
貼
り
付
け

ら
れ
て
い
る
。
縦
二
七
・
一
㎝
、
横
二
八
・
四
㎝
の
断
簡
で
あ
り
、
文
字
の
大
き
さ
は
註

楞
伽
経
断
簡
２
と
同
じ
く
大
ぶ
り
で
あ
る
。
界
幅
二
・
六
、
界
高
二
三
・
一
㎝
、
一
行
字

数
は
一
一
字
で
あ
る
。

断
簡
の
該
当
巻

　

静
嘉
堂
所
蔵
の
註
楞
伽
経
断
簡
が
註
楞
伽
経
全
七
巻
の
う
ち
の
何
巻
に
該
当
す
る
の
か

を
あ
き
ら
か
に
し
た
い
。
註
楞
伽
経
は
「
大
正
蔵
」（
註
19
）に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

大
字
で
記
さ
れ
て
い
る
楞
伽
経
を
「
大
正
蔵
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
註
20
）で
検
索
す

る
と
、
断
簡
１
は
五
〇
七
頁
上
段
一
〇
行
か
ら
二
一
行
に
該
当
す
る
。
断
簡
２
は
五
一
二

頁
中
段
四
行
か
ら
七
行
、
断
簡
３
は
四
八
一
頁
下
段
二
七
行
か
ら
四
八
二
頁
上
段
三
行
に

該
当
す
る
。

　

次
に
註
楞
伽
経
全
七
巻
の
各
巻
の
範
囲
を
楞
伽
経
で
示
し
て
み
た
い
。
京
都
国
立
博
物

館
所
蔵
「
巻
第
一
」
と
根
津
美
術
館
所
蔵
の
「
巻
第
七
」
の
巻
首
・
巻
尾
の
画
像
か
ら
大

字
で
記
さ
れ
た
文
字
を
検
索
す
る
と
、「
巻
第
一
」
は
四
八
五
頁
上
段
二
六
行
ま
で
で
あ

り
、「
巻
第
七
」
は
、
五
〇
九
頁
上
段
二
〇
行
か
ら
五
一
四
頁
中
段
二
六
行
が
該
当
す
る
。

書
陵
部
所
蔵
の
「
巻
第
三
」「
巻
第
五
」
も
同
様
に
検
索
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
四
八
九
頁
中

段
二
四
行
か
ら
四
九
四
頁
下
段
一
六
行
、
四
九
九
頁
中
段
二
二
行
か
ら
五
〇
四
頁
中
段
二

九
行
が
該
当
す
る
。「
巻
第
二
」
は
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
「
巻
第
一
」
の
直
後
か
ら
、

書
陵
部
所
蔵
「
巻
第
三
」
の
直
前
ま
で
と
な
る
た
め
、
四
八
五
頁
上
段
二
六
行
か
ら
四
八

九
頁
中
段
二
三
行
と
な
り
、「
巻
第
四
」
は
書
陵
部
所
蔵
「
巻
第
三
」
の
直
後
か
ら
同
所

蔵
「
巻
第
五
」
の
直
前
ま
で
と
な
る
た
め
、
四
九
四
頁
下
段
一
七
行
か
ら
四
九
九
頁
中
段

二
一
行
ま
で
と
な
る
。「
巻
第
六
」
は
書
陵
部
所
蔵
「
巻
第
五
」
の
直
後
か
ら
根
津
美
術

館
所
蔵
「
巻
第
七
」
の
直
前
と
な
る
た
め
、
五
〇
四
頁
下
段
一
行
か
ら
五
〇
九
頁
上
段
一

九
行
と
な
る
。
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

註
楞
伽
経

　
　

「
大
正
蔵
」
楞
伽
経
の
該
当
箇
所

「
巻
第
一
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
四
八
五
頁
上
段
二
六
行

「
巻
第
二
」

　
　

四
八
五
頁
上
段
二
六
行
～
四
八
九
頁
中
段
二
三
行

「
巻
第
三
」

　
　

四
八
九
頁
中
段
二
四
行
～
四
九
四
頁
下
段
一
六
行

「
巻
第
四
」

　
　

四
九
四
頁
下
段
一
七
行
～
四
九
九
頁
中
段
二
一
行

「
巻
第
五
」

　
　

四
九
九
頁
中
段
二
二
行
～
五
〇
四
頁
中
段
二
九
行

「
巻
第
六
」

　
　

五
〇
四
頁
下
段　

一
行
～
五
〇
九
頁
上
段
一
九
行

「
巻
第
七
」

　
　

五
〇
九
頁
上
段
二
〇
行
～
五
一
四
頁
中
段
二
六
行

　

こ
れ
に
静
嘉
堂
所
蔵
註
楞
伽
経
断
簡
の
該
当
箇
所
を
あ
て
は
め
る
と
、
断
簡
１
（
12
─

１
─

202
）
五
〇
七
頁
上
段
一
〇
行
か
ら
二
一
行
は
「
巻
第
六
」、
断
簡
２
（
12
─

２
─

203
）
五

一
二
頁
中
段
四
行
か
ら
七
行
は
「
巻
第
七
」、
断
簡
３
（
13
─

４
）
四
八
一
頁
下
段
二
七
行

か
ら
四
八
二
頁
上
段
三
行
は
「
巻
第
一
」
に
相
当
す
る
。
断
簡
１
、
断
簡
２
、
断
簡
３
は

そ
れ
ぞ
れ
「
巻
第
六
」「
巻
第
七
」「
巻
第
一
」
で
あ
っ
た
。

断
簡
の
接
続
関
係

　

静
嘉
堂
所
蔵
の
断
簡
１
は
「
巻
第
六
」
で
あ
る
。「
巻
第
六
」
の
巻
子
と
し
て
個
人
所
蔵

の
五
月
一
日
経
が
あ
る
。
断
簡
１
の
界
線
の
規
格（
界
幅
二
・
一
、
界
高
一
九
・
七
㎝
）は
、

書
陵
部
所
蔵
の
五
月
一
日
経
の
註
楞
伽
経
の
規
格（
界
幅
二
・
二
、
界
高
一
九
・
六
㎝
）と

近
い
。
ま
た
五
月
一
日
経
の
註
楞
伽
経
は
文
字
の
右
横
に
紙
片
を
貼
り
、
墨
書
し
て
訂
正

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
断
簡
１
も
第
六
行
の
細
字
双
行
の
「
誡
」
字
の
右
横
に
白

い
紙
片
が
貼
ら
れ
、
墨
書
で
「
識
」
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
図
版
11
と
図
版
12
は
書
陵
部

所
蔵
「
巻
第
五
」
と
断
簡
１
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
の
筆
跡
や
墨
書
の
校
合
注
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図版 11　「註楞伽経」（五月一日経）の校合注記の比較１

註楞伽経断簡１　静嘉堂所蔵 「註楞伽経　巻第五」宮内庁書陵部所蔵　「漢籍集覧」より転載

図版 12　「註楞伽経」（五月一日経）の校合注記の比較２
　　　　文字の右傍に紙片を貼り、その上に墨書で訂正している

註楞伽経断簡１　静嘉堂所蔵 「註楞伽経　巻第五」宮内庁書陵部所蔵　「漢籍集覧」より転載
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（
註
１
）　
「
植
村
和
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

古
寫
經
」
二
九
頁
、
根
津
美
術
館
、
一
九
九
四
年
。
田
中
塊
堂
氏
も

二
種
類
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（『
日
本
写
経
綜
鍳
』
二
二
三
～
二
二
四
頁　

三
明
社
、
一
九

五
三
年
）。

（
註
２
）　

落
合
俊
典
「
仏
教
文
献
と
の
出
会
い
」『
駒
澤
大
學
佛
教
學
部
論
集
』
四
七
、
二
〇
一
六
年
。

（
註
３
）　

現
存
の
一
〇
巻
の
巻
子
の
う
ち
、
書
陵
部
所
蔵
の
二
巻
を
除
く
八
巻
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

（
註
４
）　
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
漢
籍
集
覧
─
書
誌
書
影
・
全
文
影
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
─
」。
宮
内
庁
書
陵
部

蔵
漢
籍
研
究
会
編
『
図
書
寮
漢
籍
叢
考
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
）も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
註
５
）　

以
下
、「
／
」
は
改
行
を
示
す
。

（
註
６
）　

以
下
、『
大
日
本
古
文
書
』
は
「
巻
ノ
頁
」
で
あ
ら
わ
す
。

（
註
７
）　
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
八
年
六
月
己
亥（
十
八
日
）条
、
同
六
年
十
一
月
丁
丑（
二
十
日
）条
、
養
老

元
年
三
月
己
酉（
九
日
）条
。

（
註
８
）　

史
料
名
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
正
倉
院
文
書
目
録　

九　

続
々
修
四
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
二
三
年
）に
よ
る
。『
大
日
本
古
文
書
』
の
史
料
名
は
「
写
経
請
本
帳
」。

（
註
９
）　

こ
の
手
実
と
三
月
十
六
日
付
手
実
に
は
、「
誤
」
と
朱
書
さ
れ
る
。
三
月
三
十
日
付
櫟
井
馬
養
手

実
（
七
ノ
四
六
一
～
四
六
二
）
に
も
「
誤
」
と
朱
書
さ
れ
、
櫟
井
馬
養
の
三
月
十
六
日
手
実
（
七
ノ

四
四
三
～
四
四
四
）、
二
月
二
十
九
日
手
実（
七
ノ
四
三
八
～
四
三
九
）、
二
月
十
六
日
手
実（
七
ノ

四
三
一
）
に
も
「
誤
」
と
朱
書
さ
れ
る
。
彼
の
場
合
は
二
月
十
六
日
手
実
に
お
い
て
大
般
若
経
巻

第
五
〇
五
・
五
〇
六
・
五
〇
八
・
五
〇
九
を
写
し
終
え
、
五
〇
七
が
途
中
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が

二
月
二
十
九
日
手
実
に
お
い
て
大
般
若
経
巻
第
五
〇
二
～
五
〇
四
と
と
も
に
五
〇
六
が
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
に
し
て
置
く
と
巻
第
五
〇
六
の
分
は
布
施
が
二
重
に
請
求
さ
れ
る
。
こ
の
た
め

「
誤
」
と
朱
書
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
じ
よ
う
に
三
月
十
六
日
手
実
と
三
月
三
十
日

付
手
実
で
も
大
般
若
経
巻
第
四
二
〇
が
重
複
し
て
い
る
。

　

古
神
徳
の
場
合
は
途
中
で
あ
っ
た
註
楞
伽
経
巻
第
三
を
三
月
十
六
日
付
手
実
に
記
さ
な
か
っ

た
。
そ
し
て
三
月
十
八
日
付
手
実
で
は
第
三
巻
の
う
ち
下
番
で
書
写
し
た
三
枚
の
み
を
計
上
し

た
。
残
り
の
三
七
枚
が
ど
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
「
誤
」
と
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

（
註
10
）　

皆
川
完
一
「
光
明
皇
后
願
経
五
月
一
日
経
の
書
写
に
つ
い
て
」『
正
倉
院
文
書
と
古
代
中
世
史
料
の
研

究
』吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
、
一
九
六
二
年
。
以
下
、
皆
川
氏
の
見
解
は
当
論
文
に
よ
る
。

（
註
11
）　

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
『
カ
ラ
ー
デ
ジ
タ
ル
版　

聖
語
蔵
経
巻
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ（
丸
善
雄
松
堂
）の
五

月
一
日
経
に
は
「
仏
説
如
来
興
顕
経　

巻
第
一
～
四
」、「
一
切
法
高
王
経
」
が
存
在
す
る
。「
仏

説
如
来
興
顕
経　

巻
第
一
」
は
全
一
七
紙
で
最
終
紙
は
願
文
の
み
で
あ
る
。「
巻
第
二
」「
巻
第
三
」

は
全
二
一
紙
で
最
終
紙
は
願
文
、「
巻
第
四
」
は
全
二
二
紙
で
最
終
紙
は
願
文
の
み
で
あ
る
。「
一

切
法
高
王
」
は
全
二
四
紙
で
最
終
紙
は
願
文
の
み
で
あ
る
。
葛
野
安
麻
呂
手
実
と
比
べ
る
と
、
用

紙
数
は
一
致
し
、「
仏
説
如
来
興
顕
経　

巻
第
二
」
以
外
は
「
文
一
」
の
記
載
も
一
致
す
る
。

記
が
よ
く
似
て
い
る
。
断
簡
１
は
個
人
所
蔵
の
「
巻
第
六（
五
月
一
日
経
）」
か
ら
切
り
離

さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

断
簡
２
は
「
巻
第
七
」
で
あ
り
、
大
東
急
記
念
文
庫
に
五
月
一
日
経
の
「
巻
第
七
」、

根
津
美
術
館
に
文
字
が
大
ぶ
り
な
「
巻
第
七
」
が
存
在
す
る
。
断
簡
２
の
界
線
の
規
格（
界

幅
二
・
七
、
界
高
二
三
・
〇
㎝
）
は
断
簡
１
よ
り
も
大
き
く
、
文
字
も
大
ぶ
り
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
根
津
美
術
館
所
蔵
「
巻
第
七
」
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
断
簡
３

は
「
巻
第
一
」
で
あ
り
、
界
線
の
規
格（
界
幅
二
・
六
、
界
高
二
三
・
一
㎝
）は
断
簡
２
に

近
く
、
文
字
も
大
ぶ
り
で
あ
る
。
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
の
「
巻
第
一
」
か
ら
切
り
離
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
断
簡
１（
12
─

１
─

202
）は
個
人
所
蔵
「
巻
第
六（
五
月
一
日
経
）」、
断
簡

２（
12
─

2
─

203
）は
根
津
美
術
館
所
蔵
「
巻
第
七
」、
断
簡
３（
13
─

４
）は
京
都
国
立
博
物

館
所
蔵
「
巻
第
一
」
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る（
註
21
）。

　

こ
の
う
ち
断
簡
１
は
五
月
一
日
経
で
あ
る
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
天
平
九
年（
七
三
七
）

四
月
十
日
に
玄
昉
の
も
と
か
ら
底
本
が
借
り
ら
れ
、
同
十
二
年
三
月
二
十
八
日
ま
で
に
古

神
徳
に
よ
っ
て
本
文
が
書
写
さ
れ
、
五
月
九
日
以
降
に
願
文
が
つ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
上

毛
野
立
麻
呂
・
勝
叡
・
了
行
・
尊
應
・
法
隆
に
よ
っ
て
天
平
勝
宝
七
歳（
七
五
五
）二
月
九

日
以
前
に
元
興
寺
勘
経
所
、
八
月
二
十
一
日
か
ら
は
中
嶋
院
勘
経
所
に
お
い
て
勘
経
さ

れ
、
十
月
十
四
日
に
終
了
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

註
楞
伽
経
断
簡
は
静
嘉
堂
所
蔵
の
三
点
の
ほ
か
に
も
複
数
存
在
す
る
。
本
稿
が
他
の
断

簡
の
復
原
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。（

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
学
術
専
門
職
員
）

［
追
記
］本
稿
の
作
成
に
際
し
、
林
寺
正
俊
氏
か
ら
多
く
の
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
研
究
は
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
度
一
般
財
団
法
人
仏
教
学
術
振
興
会
研
究
助
成
「『
大
正
蔵
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
』
を
用
い
た
静
嘉
堂
所
蔵
古
写
経
断
簡
の
研
究
─
「
古
経
貼
交
屏
風
」「
古
経
鑑
」
を
中
心
に
─
」（
研
究
代

表
者　

市
川
理
恵
）
お
よ
び
二
〇
二
一
年
度
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
一
般
共
同
研
究
「
静
嘉
堂
所
蔵
古
写
経
群
の

研
究
資
源
化
」（
研
究
代
表
者　

浦
木
賢
治
）の
研
究
成
果
を
含
み
ま
す
。
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（
註
12
）　

山
下
有
美
「
嶋
院
に
お
け
る
勘
経
と
写
経
─
国
家
的
写
経
機
構
の
再
把
握
─
」『
正
倉
院
文
書
研
究
』

七
、
二
〇
〇
一
年
。

（
註
13
）　

佐
々
田
悠
「
正
倉
院
文
書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録
─
天
平
勝
宝
六
年
よ
り
天
平
宝
字
元
年

ま
で
─
」（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
八
、
二
〇
〇
四
年
）、
山
下
有
美
氏
、
前
掲
註
12

論
文
、
大
平
聡
「
五
月
一
日
経
の
勘
経
と
内
裏
・
法
華
寺
」（『
宮
城
学
院
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教

文
化
研
究
所
研
究
年
報
』二
六
、
一
九
九
三
年
）、
同「
天
平
勝
宝
六
年
の
遣
唐
使
と
五
月
一
日
経
」

（『
日
本
律
令
制
論
集
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）、
宮
﨑
健
司
「
光
明
子
発
願
五
月
一

日
経
の
勘
経
」（『
日
本
古
代
の
写
経
と
社
会
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出
、
一
九
九
二
年
）。

（
註
14
）　

上
毛
野
立
麻
呂
は
善
光
朱
印
経
の
「
大
威
徳
陀
羅
尼
経
」
の
巻
第
一
〇
・
一
二
・
一
七
の
奥
書
に

名
前
が
見
え
、
興
福
寺
僧
の
行
禅
と
と
も
に
、
底
本
を
勘
経
を
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
山
下
有
美

氏
、
前
掲
註
12
論
文
「
表
２　

善
光
朱
印
経
奥
書
」
）。

（
註
15
）　

こ
の
目
録
が
図
書
寮
経
の
目
録
で
あ
る
こ
と
は
、
山
下
有
美「
五
月
一
日
経「
創
出
」の
史
的
意
義
」

（『
正
倉
院
文
書
研
究
』
六
、
一
九
九
九
年
）を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
註
16
）　
「
註
楞
伽
経　

巻
第
七
（
五
月
一
日
経
）」
の
重
跋
の
日
付
は
『
時
代
の
美
─
五
島
美
術
館
・
大
東

急
記
念
文
庫
の
精
華
─
第
一
部　

奈
良
・
平
安
編
』（
五
島
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
）
に
お
い
て
も

確
認
で
き
る
。

（
註
17
）　

新
蔵
品
選
編
集
委
員
会（
根
津
美
術
館
学
芸
部
）編『
根
津
美
術
館
新
蔵
品
選　

書
蹟
』二
〇
二
二
年
。

（
註
18
）　

本
稿
の
史
料
番
号
は
、
静
嘉
堂
所
蔵
古
写
経
群
の
研
究
資
源
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
『
静
嘉
堂
所
蔵

古
写
経
群
の
調
査
と
研
究
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
公
益
財
団
法
人
静
嘉
堂　

二
〇
二
四
年
）

に
よ
る
。

（
註
19
）　

大
正
一
切
経
刊
行
会
編
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
大
蔵
出
版
、
一
九
二
四
～
三
四
年
。

（
註
20
）　
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
2
0
1
8
版
」（
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
藏
經
テ
キ
ス
ト

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会
）。

（
註
21
）　

断
簡
３
（
13
─

４
）
は
本
紙
中
央
部
の
裏
に
天
地
逆
・
左
文
字
で
「
註
□（楞
伽
）□経
巻
第
一
」
の
墨
う
つ

り
が
認
め
ら
れ
る（
前
掲
註
18
参
照
）。


